
り
で
あ
る
の
だ
か
ら
、

そ
の
人
の
教
育
法
と
い
ふ
も
の
に
到
し
て
は
干
渉
を

せ
ぬ
こ
と
に
し
よ
う
ー
ー
L

と
考
へ
た
の
で
あ
っ
た
。

私
は
美
術
學
校
の
校
長
と
し
て
は
、
そ
の
教
授
法
に
封
し
て
は
、
そ
れ
人
＼

の
先
生
方
を
信
頼
し
て
、
干
渉
が
ま
し
い
事
は
全
く
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て

そ
の
力
を
、
先
生
逹
の
授
業
の
便
宜
に
な
る
参
考
の
圏
書
と
か
標
本
と
か
美

術
品
と
か
云
ふ
や
う
な
も
の
4

蒐
集
と
い
ふ
こ
と
に
注
ぎ
、
及
ぶ
限
り
そ
れ

を
整
備
す
る
こ
と
に
努
め
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
正
木
は
岡
倉
の
よ
う
な
「
天
才
教
育
家
の
天
才
教
育
法
」
は

採
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
、
万
事
公
平
を
旨
と
し
て
臨
む
方
針
を
と
っ
た
。

④

改
革
着
手

正
木
が
校
長
に
就
任
し
た
と
き
の
本
校
は
、
正
木
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
紛

争
が
絶
え
ず
」
「
悶
着
を
続
け
て
ゐ
た
」
（
『
回
顧
七
十
年
』
）
学
校
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
就
任
早
々
、
彼
は
先
ず
懸
案
の
日
本
画
科
改
革
に
着
手
し
、
人
事
刷

新
を
図
っ
た
。
そ
れ
ま
で
日
本
画
科
は
教
授
に
川
端
玉
章
、
荒
木
寛
畝
、
山
名

貫
義
、
助
教
授
に
島
田
友
春
、
本
多
天
城
、
天
草
神
来
、
嘱
託
教
員
に
溝
口
宗

文
、
雇
教
員
（
助
教
）
に
高
橋
烏
谷
、
中
村
如
等
が
い
た
が
、
正
木
は
明
治
三

十
四
年
九
月
三
日
に
溝
口
を
、
同
月
十
二
日
に
高
橋
、
中
村
を
解
嘱
し
、
同
月

十
三
日
に
島
田
、
天
草
を
休
職
（
と
も
に
明
治
三
十
七
年
九
月
十
二
日
休
職
満
期
退

官
）
と
し
、
次
い
で
同
月
十
七
日
に
本
多
も
休
職
（
明
治
三
十
七
年
九
月
十
五
日

休
職
満
期
退
官
）
と
し
、
同
月
二
十
日
、
日
本
美
術
院
の
下
村
観
山
と
寺
崎
広

業
を
教
授
と
し
て
迎
え
、
同
年
十
一
月
十
二
日
に
本
校
絵
画
科
明
治
三
十
年
卒

業
生
で
東
京
府
開
成
尋
常
中
学
校
助
教
諭
を
し
て
い
た
岡
田
秋
嶺
を
助
教
授
に

起
用
。
さ
ら
に
、
同
月
二
十
六
日
に
は
や
は
り
本
校
絵
画
科
明
治
二
十
七
年
卒

業
生
で
高
等
師
範
学
校
助
教
授
で
あ
っ
た
白
浜
徴
を
教
授
に
起
用
し
、
若
手
教

官
中
心
の
指
導
体
制
を
作
っ
た
。

日
本
美
術
院
の
観
山
、
広
業
を
教
授
に
起
用
し
た
の
は
反
目
し
が
ち
で
あ
っ

た
院
と
本
校
と
の
融
和
を
図
る
た
め
で
も
あ
り
、
岡
倉
覚
三
と
協
議
の
上
で
決

定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
正
木
は
、

「
私
が
明
治
三
十
四
年
に
校
長
に
な
る
に
際
し
、
岡
倉
君
と
相
談
し
て
、
寺

崎
廣
業
君
を
、
下
村
観
山
、
小
堀
鞘
音

〔
小
堀
は
明
治
四
十
一
年
起
用
〕
の
二

君
と
共
に
再
び
教
授
と
し
て
招
聘
し
た
の
で
あ
っ
た
」
（
前
掲
書
）
と
記
し
て

い
る
。
白
浜
徴
の
起
用
は
日
本
画
科
そ
の
も
の
の
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
後
述

(376
頁
）
の
図
画
師
範
科
設
置
の
準
備
の
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

観
山
、
広
業
起
用
の
際
に
お
け
る
正
木
、
岡
倉
間
の
交
渉
の
一
端
を
窺
わ
せ

る
資
料
に
次
の
二
通
の
書
簡
が
あ
る
。

敬
啓
益
御
多
祥
奉
賀
候
陳
レ
は
小
子
此
程
帰
京
候
処
大
兄
二
は
学
校
の

事
御
担
任
相
成
候
趣
斯
道
の
為
メ
特
二
欣
喜
此
事
二
候
此
上
共
御
尽
力

〔
と
の
力
〕

相
願
候
猶
又
事
業
上
に
付
御
校
と
美
術
院
と
関
係
の
事
柄
も
不
紗
御
座
候

ニ
付
此
際
何
れ
に
て
か
緩
々
御
打
合
も
仕
度
何
日
頃
御
差
支
な
く
候
や

御
一
報
被
下
度
候
也

先
は
右
得
貴
意
度

〔
明
治
三
十
四
年
〕

八
月
廿
三
日

正

木

老

兄

侍

史

覚

―

―

―

小
生
ハ
暑
中
ハ
向
嶋
須
崎
町
百
五
十
六
番
地
二
僑
居
罷
在
候

忽
々
頓
首

榎
本
子
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こ
の
文
面
か
ら
推
察
す
る
に
、
正
木
は
岡
倉
と
会
い
、
本
校
教
員
の
川
端
玉

章
、
高
村
光
雲
、
海
野
勝
瑕
、
海
野
美
盛
、
竹
内
久
一
、
川
之
辺
一
朝
、
石
川

光
明
、
桜
岡
三
四
郎
、
向
井
勝
幸
を
美
術
院
の
正
員
と
し
て
加
え
、
一
方
、
美

術
院
の
橋
本
雅
邦
、
下
村
観
山
、
六
角
紫
水
、
寺
崎
広
業
を
本
校
教
員
と
し
て

迎
え
る
相
談
を
纏
め
た
様
子
で
あ
る
。
そ
の
結
果
が
明
治
三
十
四
年
九
月
二
日

の
上
記
教
員
お
よ
び
林
美
雲
の
美
術
院
正
員
加
入
と
翌
日
の
正
木
直
彦
の
同
院

名
誉
賛
助
会
員
加
入
（
『
日
本
美
術
』
第
三
十
二
号
。
明
治
三
十
四
年
九
月
）
、

正
木
老
兄

候 候 野

〔
明
治
一

1

一十
四
年
〕

九
月
二
日

竹
内

敬
啓

次
い

（
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
六
巻
。

昭
和
五
十
五
年
。
平
凡
社
）

過
日
は
失
礼
致
候

〔川
之
辺
〕

河
の
辺

爵
の
隣
リ
ニ
候

陳
レ
ハ
其
節
御
話
の
通

御
閑
暇
モ
候
ハ
、
御
立
寄
被
下
度

何
レ
と
も
御
示
被
下
度

高
村

川
端

石
川
諸
教
授
井
二
桜
岡
向
井
両
助
教
に
面
会

術
院
正
員
タ
ル
事
承
諾
ヲ
得
申
候
間
左
様
御
承
知
被
下
度
猶
又
老
兄
ニ
ハ

御
話
の
次
第
有
之
本
院
名
誉
賛
助
員

二
推
薦
候
事
と
致
し
候
是
に
て
従
来

の
雲
霧
一
掃
候
と
存
候
藝
界
の
儀
此
上
と
も
宜
敷
相
願
候
又
下
村
観
山

六
角
紫
水
両
氏
御
性
用
の
儀
話
合
纏
リ
申
候
寺
崎
広
業
ハ
目
下
旅
行
中

明
日
帰
京
の
由
二
付
話
試
可
申
候
多
分
承
諾
可
致
候
雅
邦
翁
は
断
リ
申

マ
マ

当
分
何
と
し
て
も
六
ケ
敷
か
ル
ベ
し
と
存
候
紙
際
拝
晒
の
上
可
申
述

忽
々
頓
首覚

――
―

美
両
海

御
面
会
の
場
所

で
観
山
、
広
業
の
本
校
教
授
就
任
と
い
う
か
た
ち
で
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
さ
す
が
に
橋
本
雅
邦
を
本
校
へ
呼
び
戻
す
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た

ら
し
い

。候
補
に
上
っ
て
い
た
六
角
紫
水
も
こ
の
と
き
は
本
校
へ
復
帰
せ
ず
、
岡

倉
歿
後
の
大
正
五
年
に
至
っ
て
嘱
託
（
同
十
三
年
教
授
）
と
し
て
母
校
に
戻
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
第

一
巻
に
記
し
た
よ
う
に
、
明
治
三
十
一
年
の
美
術
学
校

騒
動
の
経
過
を
詳
細
に
報
道
し
た
の
は
『
読
売
新
聞
』
の
記
者
関
如
来
で
あ
っ

た
が
、
正
木
の
校
長
就
任
に
際
し
、
こ
の
関
が
正
木
に
送
っ
た
長
文
の
書
簡
が

本
学
芸
術
資
料
館
に
残
っ
て
い
る
。
日
付
は
八
月
二
十
八
日
で
、
内
容
は
美
術

学
校
改
革
案
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
付
記
の
部
分
に
は
ラ
ス
キ
ン
伝
翻
訳
に

際
し
正
木
の
蔵
書
を
借
り
た
い
と
い
う
こ
と
や
、

『
読
売
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ

た
自
分
の
著
述
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
交
際
は
こ
れ
よ
り
少
し
前

か
ら
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

関
の
主
張
は
次
の
点
に
あ
っ
た
。

け
、
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
、

単
に
芸
術
の
練
習
所
に
す
ぎ
な
い
現
状
を
改

革
す
る
こ
と
。

⇔
、
幹
事
な
い
し
教
頭
を
置
く
こ
と
。

伺
、
倫
理
科
を
置
き
、
生
徒
の
「
放
蕩
無
礼
」
の
風
を
矯
正
す
べ
き
こ
と
。

賛
一
番
問
題
点
の
多
い
日
本
画
科
を
改
革
す
べ
き
こ
と
。
そ
れ
に
は
川
端

玉
章
、
荒
木
寛
畝
、
山
名
貫
義
ら
「
老
朽
教
授
」
と
島
田
友
春
、
本
多

天
城
、
天
草
神
来
、
高
橋
烏
谷
、
中
村
如
等
ら
「
無
能
の
助
教
授
」
を

排
し
、
「
新
進
の
活
気
勃
々
、
而
か
も
着
実
に
芸
術
の
進
捗
を
志
せ

る
」
菊
池
芳
文
、
寺
崎
広
業
、
下
村
観
山
、
山
元
春
挙
、
近
藤
樵
仙
、

小
堀
靭
音
、
米
山
朴
庵
ら
を
教
授
、
助
教
授
に
起
用
す
る
か
、
や
む
な

く
ん
ば
山
名
貫
義
と
助
教
授
全
員
を
排
し
て
菊
池
芳
文
、
寺
崎
広
業
、
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下
村
観
山
、
小
堀
鞘
音
を
入
れ
る
べ
き
こ
と
。

国
、
図
案
科
は
川
崎
千
虎
を
排
し
て
福
地
復
一
、
大
沢
三
之
助
の
両
者
に
同

科
の
改
進
を
委
ね
る
べ
き
こ
と
。
西
洋
画
科
の
長
原
孝
太
郎
は
図
案
科

へ
移
す
べ
き
こ
と
。

因
、
建
築
科
を
設
置
す
べ
き
こ
と
。

旧
、
彫
刻
科
を
改
善
し
、
純
美
術
の
奨
励
と
と
も
に
工
芸
方
面
の
彫
刻
も
奨

励
す
べ
き
こ
と
。

囚
、
彫
金
科
は
そ
の
技
術
の
応
用
範
囲
拡
大
に
つ
と
め
る
べ
き
こ
と
。

因
、
鍛
金
科
は
教
員
を
減
ら
し
、
真
の
名
手
を
起
用
す
べ
き
こ
と
。
平
田
宗

幸
、
藤
本
万
作
の
う
ち
一
人
だ
け
残
し
、
新
た
に
山
田
長
三
郎
を
起
用

す
べ
き
こ
と
。

田
、
合
金
法
の
進
歩
に
鑑
み
て
金
工
諸
科
は
こ
れ
に
十
分
注
意
す
べ
き
こ

と

3
、
普
通
学
科
と
実
習
、
あ
る
い
は
各
学
科
間
の
連
絡
を
緊
密
に
す
べ
き
こ

と

こ
れ
ら
の
う
ち
、
日
か
ら
囮
ま
で
は
正
木
が
実
施
し
た
諸
改
革
の
中
に
対
応

す
る
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
日
に
つ
い
て
言
え
ば
、
官
立
学
校
と
し

て
の
体
制
を
整
備
し
て
行
っ
た
こ
と
が
こ
れ
と
対
応
す
る
。
⇔
に
は
大
正
五
年

の
幹
事
設
懺
が
、
同
に
は
大
正
三
年
の
「
修
身
」
科
目
設
置
、
同
五
年
の
生
徒

監
設
置
と
風
紀
取
締
り
が
対
応
す
る
。
回
は
前
述
の
日
本
画
科
改
革
と
大
筋
に

お
い
て
対
応
す
る
。
⑮
は
後
述
の
図
案
科
改
革
に
一
面
に
お
い
て
対
応
す
る
も

の
で
、
福
地
復

一
の
起
用
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
島
田
佳
突
、
大
沢
三
之
助

に
よ
る
新
し
い
体
制
が
出
来
上
が
る
。
因
は
関
の
指
摘
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
本

校
が
文
部
省
に
要
請
し
て
い
た
事
柄
で
、
正
木
は
鋭
意
こ
の
建
築
科
設
置
を
推

或
る
は
一帝
園
大
學
の
聘
に
依
り
て
法
學
を
講
ぜ
る
テ
リ
ー
博
士
及
び
そ
の
妹

進
し
、
大
正
十
二
年
に
設
置
が
実
現
す
る
。
伯
は
、
例
え
ば
沼
田
一
雅
を
セ
ー

ブ
ル
に
留
学
さ
せ
、
陶
像
を
研
究
さ
せ
た
こ
と
な
ど
が
こ
れ
と
対
応
す
る
。
囚

s
gに
つ
い
て
は
対
応
す
る
も
の
を
指
摘
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
正
木
が
こ
れ

ら
を
否
定
し
た
根
拠
も
な
い
。

以
上
の
点
か
ら
、
関
の
主
張
は
、
こ
れ
が
直
ち
に
正
木
の
改
革
実
施
を
促
し

た
と
は
言
え
な
い
に
せ
よ
、
少
な
か
ら
ず
正
木
の
参
考
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
観
山
、
広
業
起
用
の
提
案
は
、
前
述
の
よ
う
に
当
時
は
す
で
に

正
木
と
岡
倉
の
間
で
こ
の
件
に
つ
い
て
の
交
渉
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
見

て
、
正
木
に
と
っ
て
は
単
な
る
賛
同
意
見
に
す
ぎ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

⑤

外
国
人
留
学
生

本
年
五
月
、
西
洋
画
撰
科
第
一
年
に
外
国
人
留
学
生
第
一
号
と
し
て
ア
メ
リ

カ
人
女
性
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ソ

・
ハ
イ
ド
が
入
学
し
た
。
女
性
の
入
学
者
も
こ
れ
が

最
初
で
あ
る
。
彼
女
の
名
前
は
『
東
京
美
術
学
校
一
覧
鰭
虹
彗
一
邸
罪
』
に
記
さ

れ
て
い
る
が
、
翌
年
の
一
覧
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
短
期
間

の
留
学
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
『
中
央
新
聞
』
（
明
治
三
十
四
年
五
月
十
八
日
）
は

こ
れ
を
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

米
國
の
貴
婦
人
我
が
美
術
學
校
に
學
ぶ

き

し

よ

う

は

な

は

日
本
美
術
の
員
債
漸
く
獣
米
に
知
ら
れ
て
よ
り
之
を
規
初
す
る
者
太
だ
多
く

遥
る
人
＼
海
を
航
し
て
来
り
學
ぶ
者
さ
へ
あ
る
に
至
り
ぬ
澳
國
霊
伯
オ
ー

ル
リ
ッ
ク
氏
、
英
國
博
士
ヮ
ッ
キ
ソ
氏
、
米
國
閏
秀
霊
家
中
に
て
水
彩
霊
を

〔ド〕

も
て
令
名
あ
る
ヘ
レ
ン
ハ
イ
ト
、
ヂ
ヨ
セ
フ
イ
ソ
、
ハ
イ
ド
の
二
嬢
の
ご
と
き
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